
(1999年5月､金沢)｡

行動発現分野

三上申允 ･棚非芳錐 ･脇田托消

<研究概要>

A)視覚誘串性急速眼球運動に関与する脳内機桐

の研究

三上孝允 ･井上雅仁1)

視覚誘導性急速眼球運動をPET計測によっ

て嗣ベ.注意のシフトの条件で､頭頂連合野の活

動が特に高まることを明らかにした｡

B)学習課題遂行中のニューロン活動の時間特性

とニューロン･タイプ判定

三上孝允 ･梅野俊平 2)･加藤啓一郎2)･

妾 英刃 3)･松元まどか2)･小山哲男4)

学習課題遂行中に細胞外記録したニューロン

活動のバースト発射を手掛かりとして大脳皮質内

局所回路を解析した｡

C)色盲ザルの捕雑調査と生理学的同定

三上串允 ･竹中 修 ･後藤俊二 ･

加藤啓一郎 2)･花汚明俊S)･小松英彦5)･

山森哲雄6)･小池 智7)･大西暁士8)

インドネシアで色古のカニクイザルを捕粧

し､網膜屯図(ERG)計測を行った｡

D)前頭乗降苔患者の機能テスト

三上帝允 ･鈴木恒彦 9)･林 克樹10)･

捌 雅子10)･久保印 税11)

前頭桑に障害のある患者さんで､様々な前頭

煎機能をテストし､障苔部位と各種機能陪審との

関係を解析した｡

E)時間情報の知覚と保持に関わる動的神経回路

の解明

横井芳雄12)

刺激自体ではなくそこに内在する時間fI7報を

記但し処理する際の動的神経回路(セルアセンブ

リ)の解明を目指す｡記憶訊祖を設定し.行動訓

練を進めた｡

F)動的神経回路の検出 ･解析法の構築

横井芳雄

様々な記憶課題遂行中の多数ニューロン活動

や小ニューロン群の典合的活動を.脳の広範囲か

ら安定して記録し解析するための.方法や理論的

モデルについて開発した｡

G)弁別訓練が皮TI受容野の活動特性に及ぼす影

智

脇田真清

光学測定法を用いてサル祝党皮質の機能単位

の祝祭を行いつつ.弁別訓杵のパラメータを決定

した.

H)図形決別を杓う視覚tIT和処理経路の研究

栂野俊平 ･長坂泰9113)･井上雅仁 ･三上孝允

図形弁別訊増を訓純したサルに.Shape-

from-motionによる図形を用いた裸田を行わせ､

図形知党が生じる条件を調べた｡またサルの下部

側頭皮21から況RB遂行中の神経細胞活動を記録し

た｡

I)報酬や嫌悪刺激への桐邦子行状回の関与

加藤啓一郎 ･小山哲刀 ･三上帝允

アカゲザルの前部抑状回から神経細胞活動を

記録し解析を行った｡

J)アカゲザル耶4次視覚野における江忠の神経活

動に与える影野

狼改正Rlj2)･三上串允

注意が神経活動に与える影野を検討するた

め､視覚探索課越をアカゲザルに学習させた｡

K)順序情報の情報処理横柄の研究

井上雅仁 ･楼井芳雄 ･三上串允

順序情報の脳内処理機桐の解明のための学習

課REiを開発し.行動実験を行った｡

L)空間位把の短1g7記低で働く脳内部位の同定

井上雅仁 ･三上章允

空間位田の記位で働く部位をPET計測で

マッピングした｡
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M)痛みの判断の脳内機構の解明

小山哲男 ･加藤啓一郎 ･三上孝允

サル帯状回において痛みの予期に反応する神

経細胞を特定し.それらの侵害受容特性を研究し

た｡

N)運動情報によって定義される図形の知覚機構

の解明

土井泰次郎14)･海野俊平 ･長坂泰男 ･三上章允

ドットの動きによって定義される図形の知覚

機構を調べる事を目的としてサルの訓練セットを

組み.弁別課題の訓練を行った｡

<研究兼摂>

論文

一英文-

1)Fukuda.MJchisaka.S,Hata,Y..Ohshima.
M..Tsumoto,T.&WakitaM.(2000)BDNF

expandsoculardominancecolumnsin

visualcortexmonocularlydeprivedand

non･deprivedkittens,butdoesnotinadult
cats.JournalofNeuroscience20:RC57.

2)Onishi,A..Koike,S.,Ida.M.,Imai,H..

Shichida,Y.,Takenaka,0.,Hanazawa.A.,

Komatsu.H,Mikami.AーGoto,S,Bambang,

S..Kitahara.K.&Yamamori,T.(1999)

Findingofdichromaticmacaquemonkeys.

Nature402:139-140.

3)Sakurai,Y.(1999)Elemental.configural,

andsequentialmemoryprocessesinthe

ratcanbetestedinasinglesituationin

oneday.Psychobiology27:486-490.

4)Sakurai.Y.(1999)Howdocellassemblies

encdeinformadoninhebrain?Neuroscience

andBiobehavioralReviews23:785-796.

5)Tanaka.Y.,Koyama,T.& Mikami.A.

(1999)Neuronsinthetemporalcortex

changedtheirpreferreddirectionofmotion

dependentonshape.NeuroReport10:393-

397.

総説

一和文-

1)三上章允 (2000)眼と脳の進化｡｢光が拓く

生命科学｣(大石正編)､第2巻 ｢光環境と生物

の進化｣､共立出版､pp.134-150.

2)横井芳雄 (2000)記憶情報をコー ドする動的

神経回路を探る｡学術月報 53:382-386.

3)横井芳雄 (2000)多細胞同時記録実験の必要

性と方法｡神経回路学会誌 7:3-7.

4)樫井芳雄 (2000)ラットのワーキングメモ

リーとその脳内情報処理機構｡r脳とワーキン

グメモリー｣(苧阪直行編)､京都大学出版会､

pp.73-92.

5)横井芳雄 (2000)記憶情報をコー ドする動的

な神経回路｡脳の科学 22:283-288.

6)横井芳雄 (2000)記憶情報処理と梅馬内のセ

ル ･アセンブリ｡r大脳辺縁系｣(坂愈徹 ･前田

敏博柘).プレーン出版､Dp.37-52.

7)横井芳雄 (2000)ニ ュー ロンか ら心へ.

ComputerToday95:9-17.

8)樫井芳雄 (1999)マルチニューロン活動の記

録法｡脳 212:77-84.

1)リサーチ ･アソシエイ ト

2)大学院生

3)京都大学医学部助教授

4)特別研究学生

5)共同利用研究員(岡崎国立共同研究機柄生理学

研究所)

6)共同利用研究員(岡崎国立共同研究機構基礎生

物学研究所)

7)共同利用研究員(東京都神経科学研究所)

8)共同利用研究員(京都大学大学院理学研究科大

学院生)

9)ボバース記念病院

10)誠愛リハビリテ-ション病院

ll)京都大学名誉教授 ･日本福祉大学倍細社会科

学部教授

12)岡崎国立共同研究機構生理学研究所併任

(1999年9月まで)･1999年10月 1日付､京

都大学大学院文学研究科教授へ昇任

13)共同利用研究員(立致大学大学院文学研究科大

学院生)

14)研究生
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報告 ･その他

一和文-

1)三上申允 (1999)ニホンザルと脳研究｡rオ

ベリスク｣4:1.

学会発表等

一英文-

1)Ando,LMikami.AJnoue.M.&Tsukada,
H.(1999)Glucosemetabolismmappingof

visualcorexinmacaquemonkeys.The

JapanNeuroscienceSociety(Jul.1999.

Osaka).NeuroscienceResearch23:S301.

2)Inoue.M_Mikami.AqAndo,Ⅰ.&Tsukada.
H.(1999)Functionalmappingofthe

macaquebrainregionsrelatedtospatial

workingmemory.The29thAmualMeeting

ofSocietyforNeuroscience(Oct.1999.

MiamiBeachUSA).Abstracts25:884.

3)Koyama.T_Kato,ILTanaka.Y.&Mikami.

A.(1999)Neuronsactivatedduringpain

anticipationinthecaudatenucleusinthe

awakemonkey.AnnualmeetingofSociety

forNeuroscience(Oct.1999.MiamiBeach,

USA).Abstracts25:144.

4)Mikami.A.,Kato,K.Unno,S.&Kang.Y.

(1999)Burstingactivityoffrontalneurons

recrodedinbehavingmonkeys.TheJapan

NeuroscienceSociety(Jul.1999,Osaka).
NeuroscienceResearch23:S36.

5)MikamLAJnoue,M,Ando.Ⅰ.&Tsukad孔
H.(1999)PETstudyofmacaquemonkeys

duringvisualguidedsaccadetorandomly

vs.regularlypresentedcues.FifthIBRO

WorldCongressofNeuroscience(Jul.1999.

Jemsalem.Israel).Abstractsp.198.

6)Mikami,A.,Tanaka,Y.&Koyama,T.

(2000)Integrationofvisualmotionand

shapeinformationinthetemporalcortex.

26thSEIRIKENInternationalSymposium

~Neuralmechanismsofvisualperception

andcognition… (Mar.2000.Okazaki).
Abstractsp.38-39.

7)Miyai.LYasuda.T..Suzuki,T..Rang,∫.,

Mikami.A&Kutx)ta.K(1999)Relationship
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betweenfunctionalMRIfindingsand

strokerehabilitationoutcome.TheJapan

NeuroscienceSociety(Jul.1999.Osaka).
NeuroscienceResearch23:S331.

8)Sakata.S..KItsukawa.T..Sakurai.Y.&

Yamamor王.T.(2000)Task･andmodality

dependentexpressionofFosinratcortex

relatedtointermodalattention.TheNIBB

InternationalCOESymposium rMcchah

ofNeuralNetworkFormationJ(Feb.2000.

Okazaki).AbstractsD.3.

9)Takeda,K..Funahashi.S.&Mikami.A.

(1999)NeuronsintheprimatepreIrontal

cortexparticipateintransformationfrom

visualtomotorinformation.Annualmeeting

ofSocietyforNeuroscience(Oct.1999.

MiamLUSA)Abstracts25:885.

10)Takeda.K..Funahashi,S.&Mikami.A.

(1999)Neuronactivityintheprimate

prefrontalcortexrelatedtoaconditional

oculomotordelayed-responsetask.The

JapanNeuroscienceSociety(Jul.1999,

Osaka).NeuroscienceResearch23:S266.

ll)Yamane.I.皮Mikami.A.(1999)The

functionaldirrerencebetweentherostral

andcaudalpremotorcorteces.TheJapan

NeuroscienceSociety(Jut.1999,Osaka).
NeuroscienceResearch23:S203.

-和文-

1)林克樹 ･洲雅子 ･長野浩子 ･山下fI史 ･三上

章允 (1999)脳卒中患者の手の機能回役と視覚

課題との関連.祝すと性到達反応況舷を用いた1

症例の検討｡ 耶33回日本作茶療法学会 (1999

年6月､弘前)｡節33回日本作茶税法学会誌 p.

335.

2)林克樹 ･約雅子 ･長野浩子 ･山下貴史 ･松崎

哲治 ･三上串允 ･践梅岩生(1999)脳卒中患者

の上肢 ･手の治療による機能的変化-治療前後

の視覚性別連機能変化の検討｡第33回日本作

菜療法学会(1999年6月､弘前)｡第33回日本作

菜療法学会誌 p.336.

3)-坂吏志 ･仙波りつ子 ･畠義朗 ･大島稔 ･脇

田真消 ･津本忠治 (1999)皮質視覚野における

神経栄養因子蛋白星の入力依存的な変化｡第



22回日本神経科学学会 (1999年7月､大阪市)｡

抄録央p.318.

4)加藤啓一郎 ･海野俊平 ･三上孝允 ･萎英男 ･

小山哲男 ･松元まどか ･長谷川良平(1999)学

習課砧遂行中に関連したFRBニューロン活動の

バース ト発火｡第45回中部 日本生理学会

(1999年10月､名古屋)｡日本生理学雑誌62(1):
54.

5)納家gi治 ･吉田正俊 ･伊藤昭光 ･柴田愁子 ･

伊原毅 ･松井芳雄 ･宮下保司(1999)霊長類下

部側il-d桑の視覚記憶ニューロン :TE野､36野

の比較｡第22回日本神経科学大会 (1999年7

月.大阪)｡抄録集p.232.
6)大西映士 ･小池智 ･井田美樹 ･今井啓雄 ･七

EI)労IITJ･竹中修 ･花揮明俊 ･小松英彦 ･三上孝

允 ･後藤俊二 ･パンパン･スリョプロト･北原健二 ･

山森田雄 (1999)マカカ属で発見された色覚迫

伝子兄常 (色盲)のサル｡第31回日本霊長頬学

会大会 (1999年6月､宮崎)｡霊長類研究 15:
419.

7)佃井)Jt:放 く1999)記憶学習のシナプス可塑性

と脳内システムのは点 :遺伝子-シナプス-

ニューロンー行動をつなぐために｡第22回日

本神経科学大会 (1999年 7月､大阪)｡抄録集

p.65.
8)棚井芳雄 (1999)サルによる刺激提示時間の

遅延見本会わせ課越の遂行とその行動解析｡第

22回日本神経科学大会 (1999年7月､大阪)｡

抄鉛災p.245.
9)雌非芳雄 (1999)ワーキングメモリーでの時

間コーディングを担う動的神経回路の研究｡公

開シンポジウム ｢目標達成型脳研究 :文脈主導

型.認識 ･判断 ･行動機能のための動的記憶シ

ステムの研究｣(1999年11月､つくば)｡ 論文

集 p.20-21.

10)桜井芳雄 (2000)多数ニューロン活動の同時

記録法 :その現状と展望｡ 筋22回生理学技術

研究会 (2000年2月,岡崎)｡抄録処p.12.

ll)海野俊平 ･加藤啓一郎 ･三上章允 ･妾英刃 ･

小山哲男 ･松元まどか ･長谷川良平(1999)学

習課題遂行中のFSニューロンのバースト発火｡

第45回中部日本生理学会 (1999年10月､名古

屋)｡日本生理学雑誌 62(1):53-54.

12)脇田真消(1999)聴覚皮質損傷後の聴覚弁別

学習｡第26回日本脳科学会(1999年5月､岡山)｡

抄録集 p.38.

分子生理研究部門
器官調節分野

林 基治 ･目片文夫 ･大蔵 聡 ･晴水成子

<研究概要>

A)霊長類脳内生理活性物質一分布特性と発生 ･

発達 ･加齢

林 基治 ･大平耕司l)･森 琢磨l)･

山下大輔1)･清水慶子 ･光永捻子2)･

伊藤麻里子3)

(1)胎生期チンパンジー (死産)の前頭前野,

前帯状回について脳由来神経栄養因子 (BDNF)

含有細胞を免疫組絞化学法を用いて調べた｡その

結果､BDNFは2/3層と5層の一部の錐体細胞に

のみに観察された｡また樹状突起に強い免疫活性

があり､BDNFが樹状突起から分泌されている可

能性が示唆された｡さらにニッスル染色で前村状

回を染色したところ5層には大型のSindle細胞が

観察された｡本細胞はチンパンジー前頭前野やア

カゲザル前帯状回には観察されなかった｡従って

チンパンジーの前布状回にSpindle細胞が存在す

るという性質は､胎生期にすでに内在的に決定さ

れていることが考えられた｡

(2)BDNFの受容体TrkBのサブタイプ間の

BDNFによるダイマ-形成の発達についてマカク

サル大脳皮質を用いて解析した｡その結果､胎生

期ではチロシンキナーゼをもつTK+のホモダイ

マーのみが祝察され､生後ではチロシンキナーゼ

を持たないTK-の発現が増加するにつれてTK-ホ

モダイマー､TK+TK-ヘテロダイマーが形成さ

れることが明らかにされた｡

(3)BDNFに特異的なELISA法を開発し､

BDNFタンパク質のマカクサル脳内分布について

を調べた｡その結果､BDNFは海馬､大脳皮質の

前頭前野.側頭野に多く､視覚野には少なかった｡

またBDNF及NT-3のマカクサルの脳内における

mRNA鼠の発現星を調べるために両分子に特晃

的なRT-PCR法を開発した｡現在両mRNAの脳

内分布とその発達過程を調べている｡
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